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奈良国立文化財研究所

平城宮跡発掘調査部

低刈正政

奈良そごう建設に対する発掘調飛は、敷地而校約4万11/'のうち 3万而を調査対

象として1986年10月から開始した。これまでの7次にわたる調査で2.8万而の訓壺

を終了し、成果はそのつど公表してきた（園 2)。

奈良そごう建設地が平城京の中で占める位骰は、北を二条大路、束を束二坊坊

間路、•南を三条条間蹄、西を束ー坊大路に囲まれた、左京三条二坊ー・ニ・七・

八坪にあたり、 この 4坪をほぼ含んでいる（図 1)。

今成での調査の結果、奈良時代のこの宅地の都本的変遷がほぼ明らかになった

（図4)。Al!)]：奈良時代前期において少なくとも /.J.坪を一つの邸宅として使用

していたこと、 B期：・奈良時代中期において坪境小路（坪の間を分割する道路）

1坪毎に土地を使用していたこと、 C期：奈良時代後期前半においが設骰され、

て胃び少なくとも 4坪を一つの邸宅として使用し、 I)期：奈良時代後期後半にお

いて而び坪境小路が後活することがわかった。とくにA期の大邸宅内には建坪34

0 11fの正殷風建物をはじめとする大規模な建物が塀や通路で区両されながら建ら

並んでいた。 これらの区画は二、七坪に跨る正殿風建物、双堂などからなる中枢

プロック、一坪の西北プロック、八坪の東北プロックに大別される。また、二条

大路に而する北門と束二坊坊間路に面する束門が発見された。しかも、出土した

木簡から、この邸宅に天平元〈729)年2月12日に悲劇の死を遂げた長1発王、吉

価内親王等が住んでおり、様々な家政機関があり、たくさんの人々が働いていた

ことが判明した。

さて、 2月 15日から1開始した第195次南区 (500111')、第197次西区 (.JOOO,n')

はいずれも既訓査部分にはさまれている。調査の目的はA期：長屋王邸の北西プ

戸ツクの性格と Bl!）］以降の一坪の利用状況の解明、八坪北．の束西に続く二条大路

南側滞（現在第200次調査として糀続調査中）に対応する滞が一坪北でも検出でき
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るか、などである。本日はこれらの調査の成果と二条大路南側滞出土の木筒 (1

93次B区、 19 7次束区出土分）、その他の若干の造物について穀告する。

2.発見された造構の概要

第195次調査、第197次束区の調究で検出した遣楠は掘立柱建物 12棟、｝）i位：柱

塀3条、道路2条、滞4条（主要なもの）、井戸5都（抜取り痕を含む）である。

これらの大半は奈良時代の造構であるが、平城京廃都後の選梢もある。

①奈良時代の選構

A叫］ （奈良時代前期） ：一坪と八坪の問に坪境小路がない、一・ニ・七・八坪

を一つの邸宅としていた時期。邸宅北辺には、二条大路に而して東西の築地塀(

築地塀）が設けられ、その南北に雨落ち滞）をもつ。 197次東区で発見された北門

へは邸宅中枢プロックから幅13.5m(45尺）の通路が延びている。この通路は18

6次調査で検出されたL字形通路の北の延長部分にあたる。通路の両側には掘立

柱塀が南北に延び、邸宅北部の敷地を束西に分けている。西側のljJは築地塀の南

雨落ち猫の12m(40尺）南で西へ曲がる (JJji1)。この塀 1と築地塀との間は西

へ続く通路となる。西北プロックの北辺から出入りして北門へ向かうための通路

であろうか。束北プロックにはこれに対応するものはない。西北ブロックでは今

までの調査で計6棟の建物が発見されている。規模、柱穴とも大型のものが目立

つが、主殴風の建物はなく、棟数も少なく、南の中枢プロックとは性格を異にし

ていたことは明かである。建物7の様な構造 (3問X 1間： 10x3.5rn の束西棟

21成を 7[/:J:21m の南北堀でつなぐ）のものは初めて発見されたが、その性格

の限定は今後の課題である。

その他の建物多くはBl!)]（奈良時代中期）、 C期（奈良時代後期）、 D期

（奈良時代後期）の建物ということになるが、柱穴出土土器・瓦と建物の配骰の

厳密な検討は現在進行中であり、所）属時期の限定は横会を改めて報告したい。た

だし、一坪では正殿風の建物は今のところ見つかっておらず、庇付き建物も二、

七坪に比べて少ない。

②長岡京遷都後の造梢

笙地の南雨落ち滞の埋没後に東西約 5m(2間）、南北約］7m(7間）の建物

1と束西12m(3間）以上、南北5m(2間）の建物が建てられる。．また、北雨

配灌上では築地の瓦が忍打下した状態噂出されている（第200次調査区で顕箸）。

築地の屋根の規模、瓦の秤足、瓦の再利用率などの慨鰍な研究狸料となる。

3 ・いわゆる二条大路南側滞と出土木簡について

いわゆる二条大路南側滞： I9 7次東区の概要報告でも指摘したが、これを二

条大路南側浙と認定するに当たってはいくつかの問題がある。その名称も合めた

結論は第200次調査の終了を待って下すとして、便宜的にその名称を利屯続して

使用する。 197次東区の訓究では北門、坪墳小路の北側にあたる部分で禍が迩

切れる。明らかに南からの出入りを意識した途切れ方である。これが束二坊々間

路西側滞に注．ぐであろうと拙定されていたが、 2月の］ 9 3次B区補足訓究で束

二坊々間路西側滞の手前約 1mのところで外堀のように迩切れることが判明した。

規模は開口部輻約3m、滞底幅約2m、深さ約 Imで、苔名は急角度で立ち上がる。

こうした規模の滞が八坪の北に束西約l20rnにわたって延びている。滞の堆梢物は、

下／釦こ蔀い砂限があり、中）斑に大蕗の木簡を含む木屑陪があり、上限に禍全休を

毅う土限がある（図4)点で束西ともに対応する。

第197次西区の調在の結采、一坪北にはそれに対応する滞は存在しないことが判

明した。これは敷地の西端の束ー坊大路寄りの第32次訓査の結果とも一致する。

この滞は八坪北しこだけ存在したのである。

木簡について：今回の報告は既発掘分についてである（図6)。 I 9 3次B区

訓査では約300点、 197次東区調壺では約500点の木簡が出土し、「長尻王家木

簡」に次ぐ出土茄となる。 木筒に記された年紀は天平3~10年の間に限られ、

とくに天平7年と 8年に集中し、長限王の死後、数年の頃の木糊iといえる。共伴

した土器の年代も天平初年以前のものである。

この滞の木簡の大きな特徴は、荷礼の木簡が多いということである。中でも伊

豆固と隠岐国から送られた海産物に付けられた訓の荷札が多い。また、調以外で

は、賛の木簡が20点ほど出土しており、注目される。一般に閤とは、天息家に

対して捧げられる食品とされるから、それがまとまって出土するということは、

この付近の性格を考える上で示唆を与えるものである。

その他、調・中男作物・問などと並んで、 「土毛」という税の種類を記した木

筒が初めて出土したことや、大宰府から染料0.)紫筑を巡んだ木欝iなど、従来の前

札木簡に新たな賀料を提供するものといえる。

前回の長股王家木簡と比較してみると、多くの点で迎いがみられ、今回の木筒

はむしろ平城宮出土の木筒に極めて類似する。したがって、これらの木筒は個人

:P 2 



の邸宅というよりは、公的な施設の木筒と考えるべきであろう。ただし、それが

どういった名称の施設であるのかは、 200次調究の成果を待ち、さきにあげた

特徴と、この滞の性格とを総合して検討していかなければならない。

誤t恥l.-咄．際、煕両士．器、松脳、冠III}']なども出．十．しこれらの木簡のほかに、

ているが、特定の横関を限定するものではない。

なお、
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